
平成28年度 校区外部評価

学校評価表（最終まとめ）
学校名 品川区立戸越台中学校

【学校評価表の作成および評価に当たっての留意事項】

○各学校では、それぞれの項目ごとに「本校の基本的な考え方」を記入してください。

各学校で評価指標を設定してください。その際は、各学校の重点的な取組と関連させて評価指標を

設定をしてください。なお、必要に応じて行を増やしていただいてかまいません。

○校区外部評価委員による外部評価委員会が開催される前に、学校は、自己評価結果（取り組みの

状況や変化等）について、必ず説明をしてください。（校区外部評価委員は、その説明と実際に自分が

見た学校の状況等により、評価します。）

【校区外部評価委員の皆様へ】
☆評価をする際には、実際に授業等を見た内容だけでなく、学校が説明した内容、聞き取った内容も
十分に参考にしてください。従いまして、評価のために必要と思われる情報や資料につきましては、遠
慮なく学校に御請求くださいますようお願いいたします。



校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

Ａ２
Ｂ１２
Ｃ２
Ｄ０

Ａ１
Ｂ１３
Ｃ０
Ｄ０

Ａ５
Ｂ１１
Ｃ０
Ｄ０

Ａ５
Ｂ１１
Ｃ０
Ｄ０

Ａ８
Ｂ６
Ｃ１
Ｄ１

Ａ５
Ｂ７
Ｃ３
Ｄ１

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

・自学ノートの活用率６０％以上は成果が出ていると思われます。
・基礎学力の定着において、取組前の時点でCの評価が数名いたようだ
が成果において学力の向上があるが、全体として今一層の学力の向上を
目指してほしい。
・学習カルテ・ノートが、予め十分に活用できるようにさらに工夫する
・Ｂ　やる気のある子がやる気のない子に引きずられない事を願い更なる
向上に努めてほしい。

・成績中・上位者の活用状況は
いいが、中・下位者はまだ十分で
はない。また、学年進行にともな
い活用状況が向上している。
・生徒の学習の実態から「学習
の方法」が確立していない状況
があるので、3年間は継続してい
く。
・教職員のストレスチェックで多
忙感があるので、選択と集中を
行う。

概ね満足できる取組であった。 生徒による授業アンケートの実施は、教員が自身の指導を振り返り、主
体的に改善を図っていくために、大変有効な手段であると思います。ま
た、自己申告の面接におけるやりとりによって、解決するべき自己の課題
がさらに明確になることでしょう。
・概ね満足という点では評価するが、成果の向上で一段上の指導で学力
向上を目指してほしい。
・次回の授業範囲を伝え、予習としてその概要を箇条書きに書いてこさ
せ、何の授業が行われるのか理解させるようにする
・Ｂ　継続していただきたいと思います。

・教職員の指導に関わる生徒の
直接的な評価でもある。新規採
用以来の教員も、中堅・ベテラン
の指導力向上にもつながるので
継続実施していく。
・生徒の評価については、１年間
の変化、経年変化を見ながら、
改善を進めていく。
・教職員のストレスチェックで多
忙感があるので、選択と集中を
行う。

・有効な活用が出来ていると思われます。
・今後の課題としての工夫をしてほしい。
・良い方法と思う。何を習うのかよく自覚しておくのが重要
・Ａ　継続していただきたいと思います。

・書画カメラの活用事例、デジタ
ル教科書の活用事例などは増
加し、教科によるが生徒による授
業アンケートでも好評を得ている
ので、継続実施していく。。
・１２月の校内研修会で招聘した
講師から「アクティブラーニング」
の解説をしてもらったが、引き続
き「調べ学習」「話し合い活動」
「教え合い活動」の機会を増やす
べく取り組んでいく。

①

②

③

①「学習カルテ」を５教科で定期
テストごとに発行する。②「学習
のカルテ」に基づく「自学ノート」
の活用を行う生徒を60％以上に
する。
学期末に生徒による授業アン
ケートを実施し、改善策を考えさ
せ、自己申告の面接時に指導
し、指導と評価の改善を図る。

国語、社会、数学、理科、英語
の指導の改善が、生徒による授
業評価に反映し向上する。

①書画カメラの活用②調べ学習
や教え合い学習を、年間指導計
画に位置付け実施する。

①書画カメラを使用した授業　②
調べ学習や教え合い学習を取り
入れた授業の実践により、生徒
による授業評価で８０％以上の
生徒の高評価を得る。

◇第１学年「基礎・基本の徹底」を、第２～３学年「個性・能力の伸長および課題解決」を図れるように指導する。
①「実力テスト」の結果を分析して、生徒の習熟が十分でない学習内容を把握した上で教材を選定し、年間指導計画を策定する
とともに、適切な指導方法で授業を実施する。②「定期テスト」の結果の分析を「テストを終えて」としてまとめ、年間指導計画を
微調整するとともに、補充授業や応用発展的な授業を行う。③定期テストから「学習カルテ」を作成して、家庭学習の改善を促
す。④生徒が「学習カルテ」を基にして、家庭学習の方法と習慣を身につけられるように、教科担当は「自学ノート」および補充教
室を実施して、学習支援していく。⑤進路選択を踏まえて、自己実現に向けた目標達成と課題解決を見据えた上で、「定期テス
ト」における「学習カルテ」から「学習のプロセス」を身につけ、やがては「実力テスト」や「定期テスト」を生徒自らが分析し、習熟
が十分でない内容については克服できるように、習熟が十分な内容についてはさらに伸長できるように指導する。⑥補充教室を
実施し、学習方法の確立と学習習慣の定着を促し、確かな学力を身に付けさせる。
◇「指導方法の改善」加配を受けている数学と英語についてはガイドラインに沿う形で、また他の教科でも、個に応じた指導、習
熟に応じた指導が可能な補充あるいは応用発展探求が可能なワークシートや資料の作成を進め、授業の質的な充実を進め
る。①書画カメラを活用した授業　②調べ学習や教え合学習を実践する。

評価項目１ 　基礎学力の定着

上段：取組指標評
価
指
標 下段：成果指標

本校の基本的な考え方

学校による自己評価

満足できる取組だった。

実技教科で書画カメラを使用し
づらい教科がある。教え合い学
習の実施に関する工夫が必要
であった。

概ね満足できる取組であった。

学力の定着に向け、学習のカル
テ、自学ノートの工夫、指導方
法の工夫を今後行う。

「学習のカルテ」と「自学ノート」
から「学習のプロセス」を理解さ
せ、自己の学習課題の改善を促
していく。

次年度に向けた
校長の態度表明



校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

Ａ３
Ｂ１４
Ｃ０
Ｄ０

Ａ５
Ｂ１２
Ｃ０
Ｄ０

Ａ６
Ｂ１１
Ｃ０
Ｄ０

Ａ５
Ｂ１０
Ｃ２
Ｄ０

Ａ５
Ｂ１１
Ｃ１
Ｄ０

Ａ５
Ｂ１１
Ｃ１
Ｄ０

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

③

・意欲的でないのではなく、恥ずかしがりや照れくさいなどではないかと思
われる。
・積極的でない生徒に気を遣い、その機会を与えるようにする

「挨拶をする」「時間を守る」「約
束を守る」「役割を果たす」など
の基本的な生活習慣を身に付け
させる。

学期末にアンケートを実施し、卒
業前の学年末には「挨拶をする」
「時間を守る」「約束を守る」「役
割を果たす」について８０％の達
成を目標にする。

・小学校でも社会に出て必要最小限のマナーであることを教えていきた
い。
・生徒自身の多くが挨拶など進んでできている。皆の様子を見ている限り
満足できる
・毎日の習慣が自然と身につくようになる。挨拶は一生大事な基本であ
る。
・Ｂ　残りの２０％も達成できるとよい。

学校による自己評価

◇第１学年「自己管理および集団行動の基礎の徹底、自主的な活動の推進」を進める。①「挨拶をする」「時間を守る」「約束を
守る」「役割を果たす」ができているか自分自身の生活を見直すとともに、確実にできるように指導する。また、「なぜそうするとよ
いのか」「なぜそうしないほうがよいのか」を考えさせながら基本的な生活習慣を確立させる。さらに、市民科の授業やボランティ
ア活動等を通して、自主的な活動で社会貢献する仕方などについても考えさせる。なお、マナーアップの一つとして「集合時の５
分前集合」は「５分前行動」として拡大指導する。
◇第２～第３学年「「世の中に通用する」服装・態度・言動の確立と、リーダーシップとフォロワーシップの発揮」を進める。①「きま
りを守る」だけではなく、マナーやエチケットについても体得させる。②生徒会活動や部活動において、「豊かな学校生活」を創造
させる活動、地域でのボランティア活動、「マナーアップ運動」や「あいさつ運動」などにおいて、リーダーシップを発揮するととも
に、フォロワーシップの大切さを感得させ、「戸越台中学校の生徒」であるという「誇り」と自覚の下、「世の中に通用する服装・態
度・言動」を行うことができるように指導する。

次年度に向けた
校長の態度表明

生徒会、学年、学級、班、部活
動などで目標達成、課題改善に
ついての実践の事例を１つ以上
達成させる。

評
価
指

標
上段：取組指標

下段：成果指標

②

様々な行事や地域での活動を
通じて「世の中に通用する」服
装・態度・言動の確立について
指導する。

・合唱コンクールでの取り組みを
拡大していく。
・「課題改善力」と「表現力」の育
成を目指す戸越台とし、次年度
以降の重点指導の場面は、３学
期末のアンケート結果、新年度
の生徒の様子を見て、加えてい
く。具体的には、班、学級、学
年、委員会、生徒会本部、各委
員会、実行委員会での課題把握
から始め、生徒による「課題改
善」がなされていくようにしてい
く。

・服装は儀式行事、日常生活で
はまずまずである。冬服で気に
なるのは、男子の登校中の第一
ボタンを外しと、女子の腕まくりで
ある。
・授業中の着座姿勢、学習態度
に課題のある生徒がいる。生活
アンケートの言語環境に課題が
あるクラスそして生徒に対して、
言語整備に向けた指導が必要で
ある。たとえば、ソーシャルスキ
ルトレーニングなども加えていく
必要がある。また、「公」の場面と
して、職場体験など大人と会う機
会を意識的に設定し指導しても
らうなど工夫していく。

概ね満足できる取組であった。 ・保護者にも強く伝える必要があるでしょう。
・満足できているが、少々おとなしい生徒がいて、積極的にみられないよう
に感じる時もある。
・定期的なチェック大切
・Ｂ　今後に期待しています。

学期毎にアンケートを実施し、学
年末に学年進行に応じて８０％
の達成を目標にする。

生徒会活動や学級活動におけ
る目標達成・課題改善の取り組
みの中でリーダーシップとフォロ
ワーシップの発揮について指導
する。

評価項目２　　社会性・人間性の育成

①

概ね満足できる取組であった。

・「あいさつ運動」「マナーアップ
運動」は継続実施していく。「あい
さつ運動」の質については、発達
段階を踏まえて、語先後礼やあ
いさつの種類を増やし、深化させ
ていく必要がある。
・生徒会活動、委員会活動、係
活動、班活動など「挨拶をする」
「時間を守る」「約束を守る」「役
割を果たす」ことが「できた」かを
問い、課題改善を促し、成長を自
覚させていく。

概ね満足できる取組であった。

本校の基本的な考え方



校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

Ａ１３
Ｂ４
Ｃ０
Ｄ０

Ａ３
Ｂ１２
Ｃ２
Ｄ０

Ａ８
Ｂ９
Ｃ０
Ｄ０

Ａ５
Ｂ１１
Ｃ１
Ｄ０

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

・保護者アンケートでも地域との
連携についての認知度は９３．
３％と高い。
・関係小学校の行事や地域の行
事などに参加する担当の教職員
は、割り当てをしているので、教
員レベルでの連携は担保されて
いる。ただ、初めて参加する若手
の教員に狙いや視点をきちんと
持たせて参加できるようにする必
要がある。
・教職員のストレスチェックで多
忙感があるので、選択と集中を
行う。

学校による自己評価
次年度に向けた
校長の態度表明

下段：成果指標

満足できる取組であった。 ◎家庭・地域に、励ましや助言、賞賛や時には軽い叱責を含めた期待な
どによる支援などを依頼する。◎実施要項の作成の段階から関係諸機
関、事業所などの担当者と打ち合わせをする中で、指導としての評価や
激励や賞賛や注意や期待などの支援を依頼する。など、「学校以外の他
者に、誉めて（叱って）いただきたいツボ」をお伝えしておくのは、確かに大
切なことだと思います。
・地域の交流活動について、町会回覧、掲示板で参加できるかを親と相
談させ、少しでもその機会を増やすように心掛ける

・学習ボランティア、ぜひ継続していただきたいです。
・よく取組をしている。

・地域行事によく参加されていると思います
・各学年だよりや進路だよりを拝見し、先生方のご努力に頭の下がる思い
です。
保護者との連携の在り方にも、小学校とは違った課題があるのだと思い
ますが、このように”具体的”な形で、粛々と思いを発信し続けることの大
切さを学ばせていただきました。本校職員にも中学校の先生方の子の取
り組みを周知させていただいています。
・生徒たちは全体的に地域活動をしている様子が見られる。ボランティア
も積極的であるが、保護者に対しては、PTA活動も含め認識を深めること
など工夫も必要
・内容があまり多くならないように心掛け、伝達しやすくする。

・「学年便り」での教育活動のね
らいや生徒の活動状況の理解、
啓発を企図するも、理解が進ん
だか、その結果として協力体制
ができたか、３学期末に保護者
アンケートを実施するなどして、
考察していく。
・一方で、土曜授業による学校公
開への参加が低調であることが
課題である。

学習指導、生活指導、進路指
導、行事などについての認知度
について保護者アンケートを実
施し、「現在通っている学校に満
足している」の肯定率を８０％以
上とする。

地域との各種交流事業、地域行
事などについての認知度につい
て保護者アンケートを実施し、
「学校が地域等と連携している」
の肯定率を８０％以上とする。

地域とは、各種交流事業、地域
行事を通して連携を図る。

満足できる取組であった。

評
価
指
標

上段：取組指標

①

保護者には、「学年だより」を活
用して、教育活動と生徒の変容
の理解を促し、連携強化を図
る。

②

評価項目３ 　保護者・地域との連携

本校の基本的な考え方

◇保護者・地域と連携強化と共通理解、共通実践を進める。①市民科学習を活用し、学習したことを学校，家庭、地域における
日常生活で生徒には実践させ、家庭、地域からは評価してもらうように、保護者には「学年便り」を活用して、市民科学習の計画
と内容を連絡するとともに、家庭・地域で実践できること、励ましや助言、賞賛や時には軽い叱責を含めた期待などによる支援な
どを依頼する。②「戸越台特別養護老人ホーム」との交流事業、連携小学校での学習ボランティア、東戸越保育園との交流事
業、区民祭りでのボランティア、第８学年の職場体験などの活動については、実施要項の作成の段階から関係諸機関、事業所
などの担当者と打ち合わせをする中で、指導としての評価や激励や賞賛や注意や期待などの支援を依頼する。また、参加した
生徒からの依頼状や礼状などの活動についての対応なども依頼し、生徒の自己有用感の向上を図り、実践力を向上させてい
く。
◇保護者・地域人材の活用の充実を図る。①マナーの向上について、「戸越台特別養護老人ホーム」、東戸越保育園、「区民祭
り」「荏原第三地区運動会」などの地域行事を日常実践の場として活用させていただく。また、「戸越台特別養護老人ホーム」で
の福祉教育の講師、ボランティア活動の実践において、各学年とも年二回の一日体験ボランティアの活動（全生徒対象）を実施
させていただく。また、長期休業中にも有志を募ってのボランティア活動も実施させていただく。②日本の伝統と文化に接する機
会として、箏の授業（７年生）、立志式（８年生）、着物の着付け教室（第８、９学年）、箏の演奏会（第８、９学年）、スピーチ（第９学
年）、百人一首大会（全学年）、七夕交流会（全学年）、能・狂言教室、俳句教室（９年生）等で、地域の人材と施設の活用を推進
する。②祭礼が行われる土曜日と日曜日の部活動は自粛し、生徒が祭礼に参加しやすい環境を整えるとともに、御輿の担ぎ手
の募集に協力するなど祭礼への積極的な参加に配慮する。また、祭礼を身近なものとするために、「宮元地区子ども神輿連合
渡御」の誘導ボランティア活動とともに御輿の立ち寄り場所として開放する。なお、平成２８年度は「連合渡御」が開催されること
もあり、積極的な参加および地域の方々による指導も依頼する。



校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

Ａ７
Ｂ９
Ｃ１
Ｄ０

Ａ３
Ｂ１４
Ｃ０
Ｄ０

Ａ６
Ｂ１０
Ｃ１
Ｄ０

Ａ５
Ｂ１２
Ｃ０
Ｄ０

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

・満足できる範囲内である
・生徒の提案を受け、参加しやすいように工夫してあげる。
・心身ともに成長が著しい年頃で思いもそれぞれかと思いますが教える側
からの使いやすさも取り入れるべきでは？と思います。

・当初予算と補正予算でビデオカ
メラの整備、教卓の買い替え、本
棚の整備を実施した。
・図書館では、関係する蔵書を増
やすとともにオリパラコーナーを
設置した。
・普通教室のスクリーンの改修、
交換を要望している。また、電源
コードなどの劣化・紛失を調査し
補充している。
・委員会で３学期末に、各教室で
確認させる予定にしている。

②

概ね満足できる取組であった。

より活動しやすい教室となるよ
う、予算の配当等工夫する必要
がある

図書館、多目的室、コンピュー
ター室等生徒の活動がしやすい
ように整備する。

生徒アンケートにおいて、各教
室の使いやすさの肯定率を70％
以上にする。

次年度に向けた
校長の態度表明

下段：成果指標

①

定期的に施設・設備の点検を行
うとともに、防犯について死角等
がないか安全点検を行う。

満足できる取組であった。 ・授業準備をしながら点検をしていると思います
・よく取組をしている。
・誰かがやるだろうとならないように、時々責任を持たせるようにする
・Ｂ　死角は特に気を付けていただきたいと思います。

保護者アンケートや生徒アン
ケートにおいて、施設・設備の安
全性、学校の清潔感について、
肯定率を70％以上にする。

評価項目４ 　環境整備・美化

・校庭の備品等の点検、廃棄、
新規購入と修理などを実施した。
・チャイム、放送機器の不具合に
ついても点検修理した。
・複合施設である温水プールに
不具合があった場合の対応につ
いて、庶務課とも協議し、水道に
ついては簡単な補修部材を保管
する方法、センターでの関与と対
応をお願いした。

学校による自己評価評
価
指
標

上段：取組指標

本校の基本的な考え方

◇学校生活、特に校内生活における安全指導については、校舎の立地状況に基づく危険行為の防止も含めた校舎内での過ご
し方、破損状況を発見確認した時および破損してしまった時の報告のしかたなどを年度当初に指導する。
◇図書館ネットワークを利用し、地域図書館との連携のもと、調べ学習・読書活動など、図書館教育の充実を図る。また、司書
教諭による図書室利用にあたってのガイダンスを、年度当初に７年生を対象として実施するとともに、図書紹介を随時行い、利
用しやすい図書館を目指す。
◇書画カメラ、デジタル教科書などの視聴覚機器を、教科、市民科の授業、行事の指導などでも活用する。
◇視聴覚機器を整備して、体育館、ランチルーム、多目的室、格技室などを、授業や学年・学級・班単位での指導や作業などに
活用する。
◇不登校対策も含めて「ｅライブラリ」の研修を進め、家庭でも自由に活用できるように、期間を限定して放課後、パソコン室を開
放する。



校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

Ａ１２
Ｂ４
Ｃ１
Ｄ０

Ａ６
Ｂ１０
Ｃ１
Ｄ０

Ａ１０
Ｂ７
Ｃ０
Ｄ０

Ａ７
Ｂ１０
Ｃ０
Ｄ０

Ａ１２
Ｂ５
Ｃ０
Ｄ０

Ａ６
Ｂ１１
Ｃ０
Ｄ０

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

③

「ふれあい月間」に生命尊重や
人権尊重教育の一環として、意
見文作成と意見発表を行う。

概ね満足できる取組であった。 ・満足できる
・地域活動事業の案内に努め、興味を持たせるようにする。
・Ａ

・学年単位での「発表会」実施な
ど、「課題改善力と表現力の育
成」に向け、新たな取り組みも始
まった。
・「有言実行」する態度、声なき声
の共有という意味で、「いじめ防
止」に向けた取り組みとして継続
していく。
・朝のステップアップの時間を
使って補強した学年、発表会を
行った学年もある。
・意見をまとめ、PREP法などで効
果的な発表をする力の育成な
ど、国語科などとも連携して、３
年間で育成できるようにしてい
く。
・アンケートは３学期末実施し、
経年変化を見ていく。

意見文の作成により、人権に対
する意識が向上した生徒が８
０％以上とする。

・細かく指導している実態です
・「いじめ体罰根絶DAY」を設けて、それに関する保護者アンケートを実施
なさっていたこと、よいアイデアだと思いました。ぜひ参考にさせていただ
きます。
・多くの生徒が区域外から通っているので馴染めないものもいると思うが
十分な取組で少なくしていると思う
・特定の生徒に偏らないようにする。
・Ａ　今後も継続してください。

・生活指導部会も合わせると週
に２回生徒の情報を共有し、対
応してきている。
・いじめ、不登校の発生率は国
の発生率を下回っている。
・２学期以降、学校公開の土曜
日に生徒会作成の「いじめ根絶
バッジ」を胸につけるようになっ
た。
・友人関係作りがうまくない生徒
や家庭環境に課題がある生徒も
おり、不登校やいじめなどの発
生について、注意深く見守ってい
く必要がある。

いじめの予防と早期発見を推進
して早期解消に取り組み、国の
発生率以下とする。不登校生徒
についても、国の発生率以下と
する。

下段：成果指標

上段：取組指標

②

満足できる取組であった。 ・よい取り組みをしていただいている
・情報交換を密にし、共有するように努める。
・Ａ

・定例的には、各学期１回実施
し、情報共有していたことによ
る、早期発見、即時対応ができ
たケースが数件ある。
・保護者の親権や保護養育能力
にかかわるような事例もあるが
可能な限り関係諸機関と連携し
対応した。

校内委員会を毎月、必要に応じ
て毎週実施し、生徒理解につい
て共通理解を図る。

評価項目５　　いじめ防止に関する取組

学校による自己評価

気になる生徒については、定期
的にそして必要に応じてサポー
ト会議を招集し、関係諸機関と
の共通理解と共通実践を図る。

学期に1回以上開催する。特に、
家庭の養育力などに課題のある
生徒の課題解消を行う。

①

本校の基本的な考え方

◇ふれあい月間を活用し、学校公開を「いじめ体罰根絶DAY」として保護者に来校を促し、人間関係や言語環境に視点を当てて
確認してもらう。
◇校内委員会や職員会議で全職員に報告し、共通理解を図る。指導については、担任一人に任せることなく、校内委員会で指
導方法・指導内容を協議して講じ、チームとして複数の教員で指導に当たる。
◇ 「ポートチーム」として、子ども安心ネットワーク協議会（荏原第三地区内の民生委員、主任児童委人権擁護委員、所轄警
察、小中校長、区立・私立幼稚園長、区立・私立保育園長、スマイルスクール担当者、荏原保健センター保健師、品川区子育て
支援センター職員、各児童センター、および東京都品川児童相談所で組織）に参画するとともに、必要に応じて協議会の各組織
と個別に連携する。
◇「いじめ」防止に向けた取り組みとして、そして個人のみならず集団としての人権感覚の向上および「有言実行」の態度の育成
の取り組みとして、「ふれあい月間」に生命尊重や人権尊重教育の一環として、意見文作成と意見発表を各班、各学級、各学年
で行い、表彰する取組を行うこととする。

次年度に向けた
校長の態度表明

評
価
指
標

満足できる取組であった。

情報共有等において、全教職員
が理解できるような仕組みを構
築する

発生率は下回っているが、不登
校生徒の減少に向け、対応方
法の改善に今後も取り組んでい
く



校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

Ａ１０
Ｂ５
Ｃ０
Ｄ０

Ａ１
Ｂ１２
Ｃ２
Ｄ０

Ａ５
Ｂ９
Ｃ０
Ｄ１

Ａ２
Ｂ１２
Ｃ１
Ｄ０

Ａ５
Ｂ９
Ｃ１
Ｄ０

Ａ１
Ｂ１４
Ｃ０
Ｄ０

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

◇「戸越台特別養護老人ホーム」による「高齢者教育」および交流事業については、「本校の特色ある教育活動」の一つである
ので、ねらいを明確にしながら継続し、充実させていくまた、もう一つの「本校の特色ある教育活動」である「日本の伝統・文化・
歴史を大切にする」についての教育は、「国際理解」教育などとして展開してきた「日本の伝統行事や季節行事」「座禅」「能狂言
教室」「移動教室」「鎌倉校外学習」「関西修学旅行」「留学生は先生」「英語による日本の紹介インタビュー」などの教育活動を通
じて育成する。このことについては、授業時数の確保、「オリンピックパラリンピック教育」との連携、「地域の人材や教育財産」の
活用、私費軽減も視野に入れて、教育活動の配列の見直しや実施方法の見直しなど行っていく。
◇生徒の課題改善に向けての取組としては、１８歳の「選挙権」付与も視野に入れ、生徒会活動に予算を付与するなどしながら
生徒総会や委員会活動などを充実させ「DRPDCA」システム（PDCAサイクル）を実践的に身に付けさせ、「たくましい生徒の育
成」に資する。

下段：成果指標

学校による自己評価上段：取組指標

本校の基本的な考え方

②

「日本の伝統・文化・歴史を大切
にする」取組みは、「国際理解教
育」「オリンピック・パラリンピック
教育」等と連携し充実した取り組
みを行う。

概ね満足できる取組であった。

より計画的に実施する必要があ
る

全体的に意欲的な取組となって
いるが、日本の伝統文化や歴
史を意識した取り組みにしていく

生徒アンケートで、日本の伝統、
文化、歴史を大切にするための
学習あるいは行事としての認識
を、７０％以上にする。

・市民科の時間として行うものは
教育課程上の指導として発達段
階を踏まえており継続実施して
いく。
・長期休業中の募集、割り振り、
指導などは、学期末の成績処理
の時期と重なり、ストレスチェック
の多忙感との関係がある可能性
がある。品川 版コミュニティス
クールの展開で実務の移行をし
ていく。
・作品展での交流が日程調整が
不十分でできなかったので、今
年度中に調整していく。場合に
よっては、それぞれの作品展で
展示する方法も考える。

新しい取組を一つ以上取り入れ
た活動にする。

「高齢者教育」及び交流事業に
ついて狙いを明確にし充実した
取り組みを行う。

概ね満足できる取組であった。

指導方法や取組内容の工夫を
していく

・良く取組をしている
・特定の生徒に偏らないように心掛ける
・Ｂ　今後更に期待します。

・概ね良い

・まだまだ、生徒会活動が定型
化した雑用となっている。せいぜ
い「役割を果たす」「時間を守る」
などの生活指導の柱であり、生
徒の能力の向上と自己有用感育
成に可能性を秘めているので、
継続実施していく。
・お昼の放送、体育館開放、清掃
場所・トイレットペーパー・石鹸の
責任者標記などが始まった
・課題改善に予算が伴うので、生
徒会・各種委員会からの予算折
衝の場を設定していく。
・アンケートは３学期末実施し、
経年変化を見ていく。

・満足できるが理解できない生徒もいるのは十分説明することがよい
・日本国民としての自覚を持たせる一方、グローバル化の対応も必要か。
・Ｂ　興味のない子も耳を傾けてくれるとよい

・立志式も講演は、オリパラ教育
と重ねて実施した。次年度以降
もこの形で実施する。
・ランチルームのテーブルの上の
カードを世界の料理に変えた
・授業時数の確保から、９年生の
鎌倉遠足プラス能狂言教室を分
割し、鎌倉遠足は８年で、能狂言
教室は９年で半日実施にした。
能狂言教室は、上大崎４丁目に
ある喜多流の施設を活用した。
・季節を感じられる日本の行事
「お雛様展示」「七夕まつり」「立
志式」なども継続実施していく。
・「保護者アンケート」で学校選択
の理由にもなってっるので、高齢
者教育と日本の伝統文化歴史の
教育は継続していく。
・生徒アンケートは３学期末に実
施し、経年変化を見ていく。

各委員会の課題改善の方策を１
つ以上企画実践させる。生徒ア
ンケートを行い、委員会活動を
意欲的に取り組めたかについて
肯定率を８０％以上にする。

③

豊かな学校生活作りを目標に、
課題解決に努めさせ、生徒会活
動、委員会活動の活性化を図
る。

評
価
指
標

次年度に向けた
校長の態度表明

①

評価項目６　　学校独自の特色ある教育活動

満足できる取組であった。

現在の活動について、生徒の実
態を含め検討し、より成果の上
がる活動にしてく

・高齢者との交流は、戸越台中の特色の１つとなっています
・やさしい生徒が多くいる様子がわかる。
・核家族の時代、触れ合う機会を多くする。
・Ｂ　今後更に期待します。

・新しい取組はすぐ成果につながりにくいが継続をしていくように



・中学校では、教員同士、あるいは関係者・諸機関も含めたメンバーでの情報交換の場がとても充実していることが、何より印象に残っていま
す。担任-学年-管理職のラインで閉じてしまいがちな小学校現場が学ばねばならない点であると、強く思いました。今後は、そのようなことも
学び合える小中連携を模索していければと考えています。

・教師、先生方の日頃の生徒に対する指導に対して感謝をしております。戸越台中学校の生徒たちは節度のある態度と礼儀正しい様子を多く見
受けられていますので大変感心しています。これからも先生方のご指導をよろしくお願いします。

・概ね、戸越台中学校は区全域から入学希望者があり、生徒が選ばれて入学できたという自覚と気概を持っており、さらに先生方が生徒の行動
に責任を持たせるように指導されているようで、満足のいくものと思われます。ただ、難しい問題で、昔から危惧されている「いじめ」等につ
いては、今の時代、常時、十分な気配りをしていただけると幸いです。
　⇒人間関係のトラブルを招かないような態度や言動をとれるように、「いじめ」の予防・防止として、ソーシャルスキルトレーニングや構成
的グループエンカウンターなどを取り入れていきたいと考えています。

・行事等見学を通して感じたこと：明るい表情であいさつしてくれる生徒さんが増えた。一生懸命取り組んでいる様子をしっかりと感じた。先
生と生徒のコミュニケーションが良好だと思います。

△「学習カルテ」について、活用方法がよくわかっていない。
　⇒保護者にも広報しながら、家庭での学習方法の確立を促していきたいと考えています。

・「自学ノート」は、生徒のをストレートにみられると思う。生徒個人の個性・想像力・学習向上を養うには最適と思われる。しかし、意欲の
ない生徒に対し、どう指導されるているか気になるところです。学校公開での授業参観では、生徒さんがどのようにノートをとっているのかを
見るのが楽しみの一つです。

△ＰＴＡ活動で、3年生は途中から仕事をしなくてもよい！という噂を耳にしましたが本当でしょうか？過去の保護者は3年生でも最後まできっ
ちり任務を終えて卒業していきましたが。
　⇒「３年生だから」というものはありませんが、各委員会の取組で進路決定の時期を避ける形で分担しているものはあります。

・これからも地域の一員として、私達も子どもたちを見守りながら応援していきたいと思います。
　⇒生徒の活動時間を考えると、学校での生活時間よりも家庭、地域での生活時間の方が長いということもありますので、今後とも同窓生、町
会、荏原第三地区という地域の見守りとご支援をお願いいたします。

校区外部評価委員より（その他、お気付きの点などがありましたら自由にお書きください。）


